
                              

や
ま
く
に 堂

様
逸
話
集 

       

山
国
公
民
館 

山
国
町
伝
統
文
化
教
室 

  



 
発
刊
に
あ
た
っ
て 

 
 

私
達
は
、｢

伝
承
サ
ー
ク
ル｣

の
名
称
を｢

伝
統
文
化
教
室｣

と
改
め
、
公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
，
こ
れ
ま
で
先
人 

達
が
長
い
年
月
を
か
け
て
守
り
、
築
き
上
げ
て
き
た
町
内
の
堂
様
の
由
来
・
逸
話
に
つ
い
て
調
べ
て
参
り
ま
し
た
。 

 

私
達
の
先
祖
は
、
平
和
と
無
病
息
災
を
願
い
、
堂
様
を
生
活
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
心
の
支
え
と
し
て
生
活
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
も
人
々
に
よ
っ
て
花
が
手
向
け
ら
れ
、
盆
踊
り
を
し
て
供
養
が
続
け
ら
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
が
、

少
子
高
齢
化
の
為
、
こ
れ
ら
の
古
き
良
き
習
慣
が
や
む
な
く
消
え
て
し
ま
っ
た
所
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

今
回
、
七
十
宇
近
く
あ
っ
た
堂
様
の
中
で
、
逸
話
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
三
十
五
宇
を
調
査
し
、
よ
う
や
く
小
冊
子

「
や
ま
く
に
堂
様
逸
話
集
」
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

私
達
先
祖
の
生
き
方
の
一
端
を
ご
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
に
存
じ
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
刊
に
至
る
ま
で
ご
指
導
・
ご
支
援
下
さ
い
ま
し
た
、
山
国
教
育
セ
ン
タ
ー
長
・
渋
谷
禎

昭
氏
、
前
山
国
公
民
館
長
・
水
谷
治
義
氏
、
現
山
国
公
民
館
長
・
小
原
井
重
次
氏
を
始
め
、
調
査
に
ご
協
力
下
さ
っ
た

方
々
、
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

  
 
 
 

平
成
二
十
二
年
三
月 

山
国
町
伝
統
文
化
教
室 

委
員
長 

森 

山 

ア 

ヤ 

子 
      

早 

見 

表 
  

１ 

薬
師
堂
〔
中
摩
・
神
谷
〕 

 
      

16 

観
音
堂
〔
藤
野
木
〕 
 
 
 
 

  

31 

お
堂
様
〔
槻
木
・
高
内
〕             

 
 
 

２ 

諏
訪
文
殊
堂
〔
中
磨
・
庄
屋
村
〕 

 

17 

地
蔵
堂
〔
藤
野
木
・
草
野
河
内
〕    

32 

観
音
堂
〔
槻
木
・
小
原
井
〕 

  
 

 

３ 

馬
場
先
観
音
〔
中
摩
・
白
地
〕 

 
 

18 

観
音
堂
〔
長
尾
野
〕            

33 

観
音
堂
〔
槻
木
・
中
畑
〕 

 
 
 

４ 

地
蔵
堂
〔
中
磨
・
白
地
〕 

 
      

19 

彦
山
社
〔
守
実
・
上
組
〕        

34 

観
音
堂
〔
槻
木
・
桑
原 

 
 

 
 

５ 

善
念
寺
観
音
堂
〔
中
磨
・
犬
王
丸
〕  

20 

観
音
堂
〔
守
実
・
中
組
〕        

35
弘
法
地
蔵
堂
〔
槻
木
・
泉
〕  

 
 
 

６ 

薬
師
堂
〔
中
摩
・
中
詰
〕 

 
 
 

  

21 

堂 

様
〔
守
実
・
志
川
〕          

 
 

７ 

弘
法
地
蔵
堂
〔
中
磨
・
春
田
〕 
 

  

22 

弘
法
堂
〔
守
実
・
狩
宿
〕         

 
 

８ 

観
音
堂
〔
中
摩
・
寺
川
〕 
 
 

   

23 

観
音
堂
〔
平
小
野
・
田
ノ
中

〕  
 
 
 

 
 

 
 

９ 

笹
掛
宝
珠
地
蔵
尊
〔
中
摩
・
カ
ヤ
の
原
〕     

24 

明
林
堂
〔
平
小
野
・
小
竹
林
〕 

 
  10 

菊
水
山
観
世
音
閣
〔
中
摩
・
上
神
田
〕  

 
 

25 

薬
師
堂
〔
吉
野
・
吉
野
辻
〕  

   
 

１１ 

嶽
薬
師
堂
〔
宇
曽
・
市
平
〕        

26 

お
堂
様
〔
小
屋
川
・
谷
組
〕  

 
 

 
 

12 

石
原
不
動
尊
〔
宇
曽
・
市
平
〕 

 
  

27 

お
堂
様
〔
小
屋
川
・
上
組
〕  

  13 

小
迫
薬
師
堂
〔
宇
曽
・
市
平
下
〕     

28 

不
動
尊
〔
小
屋
川
・
所
小
野
〕 

 
 14 

火
伏
地
蔵
〔
宇
曽
・
上
村
〕   

 
 

 

29 

観
音
堂
〔
草
本
・
田
良
川
〕  

 

15 

地
蔵
堂
〔
藤
野
木
・
成
政
〕           

30 

疣
取
り
地
蔵
〔
草
本
・
大
曲
〕 
 

 



1 

呼 
 

称 
 

薬
師
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
中
摩
神
谷
入
り
口 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

薬
師
如
来
立
像 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

弘
法
大
師

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

天
保
元
年
（
一
，
八
三
〇
）
の
頃
か
ら 

在
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

平
成
十
一
年 

再
建 

 

現
在
の
状
況    

毎
年
八
月
二
十
一
日
供
養
祭
り
が 

行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

逸 

話 

 
 

国
道
二
一
二
号
線
沿
い
耶
馬
溪
町
と
山
国
町
の
境
界
の
一
ツ
戸
ト
ン
ネ
ル
付
近
に
在
り
、
山
国
川
の
深
渕
の
た
め
一
ツ
戸
で 

 

中
津
方
面
か
ら
の
往
還
は
途
絶
え
、
や
む
な
く
川
を
渡
り
対
岸
の
道
を
利
用
し
て
山
国
町
庄
屋
村
方
面
に
渡
っ
て
い
た
。 

  

川
は
深
渕
が
あ
り
、
籠
に
石
を
詰
め
て
脚
に
し
て
四
ｍ
置
き
ぐ
ら
い
に
配
置
し
、
そ
の
上
に
桟
橋
材
を
投
げ
渡
し
簡
単
な
橋 

 

を
掛
け
て
い
た
。 

  

徒
歩
の
人
は
こ
れ
で
も
良
か
っ
た
が
、
重
い
荷
物
を
運
ぶ
人
・
牛
馬
を
利
用
し
て
荷
物
を
運
ぶ
人
に
と
っ
て
は
一
番
の
難
所 

 

で
あ
り
、
出
水
期
に
は
山
国
川
の
増
水
で
足
止
め
を
さ
れ
る
事
も
た
び
た
び
で
、
き
わ
め
て
不
便
で
あ
り
毎
年
多
数
の
死
傷
者 

 

が
出
て
い
た
そ
う
だ
。 

  

そ
こ
で
、
地
区
の
人
々
が
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
と
願
い 

そ
し
て
事
故
者
の
供
養
の
た
め
に
建
立
し
た
、
当
時
は
国
道 

 

の
下
の
畑
に
立
て
て
い
た
。 

   
 



 

2 

呼 
 

称 
 

諏
訪
文
殊
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
中
摩
庄
屋
村 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

木
造
不
動
明
王
立
像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

木
造
毘
沙
門
天
立
像
・
十
二
将
神
木
像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

薬
師
如
来
坐
像
・
釈
迦
三
尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

逸 

話 
  

こ
の
文
殊
堂
の
地
は
昔
、
英
彦
山
領
の
境
と
し
て
英
彦
山
の
四
方
十
里
の
地
に
大
行
司
神
社
が
あ
り
、
英
彦
山
領
の
南
辺
の 

 

境
界
地
で
そ
の
名
残
の
字
大
行
司
と
言
う
地
名
が
今
も
あ
る
。 

 
 そ

の
境
内
入
り
口
に
鳥
居
が
あ
っ
て
、
こ
の
付
近
の
里
道
を
鳥
居
越
え
と
い
う
。
こ
の
地
に
あ
る
国
東
塔
は
大
行
司
神
社
代
々 

 

の
守
護
職
の
墓
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

そ
の
後
、
時
代
は
不
明
だ
が
、
こ
の
地
に
釈
迦
三
尊
を
祀
る
堂
が
あ
り
、
そ
の
脇
仏
の
文
殊
菩
薩
に
ち
な
み
、
こ
の
堂
を 

 
 

 

文
殊
堂
と
呼
び
信
仰
し
て
い
た
。 

 
 

大
正
三
年
十
一
月
堂
宇
を
改
築
し
、
地
区
の
南
地
に
あ
っ
た
鎌
倉
時
代
の
作
と
言
わ
れ
て
い
る
不
動
明
王
、
毘
沙
門
天
と 

 
 

薬
師
如
来
を
も
合
祀
し
た
。 

 
 

戦
前
は
、
春
の
彼
岸
に
文
殊
祭
り
を
し
て
い
た
が
、
今
は
八
月
十
五
日
堂
の
内
外
を
清
掃
し
夜
に
庄
屋
村
総
出
で
祭
り
を 

 
 行

っ
て
い
る
。 

 
 不
動
明
王
立
像
と
毘
沙
門
天
像
二
体
は
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
十
七
日
山
国
町
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 
 戦
時
中
は
、
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
の
祈
願
に
近
隣
は
勿
論
遠
方
か
ら
も
参
詣
者
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

呼 
 

称 
 

馬
場
先
観
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
中
摩
白
地 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

観
音
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

昭
和
三
十
七
年
再
建 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

       
 
 

       

逸 

話 

 
 

中
摩
白
地
の
馬
場
先
地
区
に
昔
寺
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

現
在
、
そ
こ
に
は
即
身
成
仏
を
し
た
僧
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
墓
石
、
そ
の
ほ
か
に
も
各
種
石
造
塔
類
の
残
欠
が
多
く
見
ら 

 れ
る
。 

 
 

塔
類
の
形
式
か
ら
み
て
、
桃
山
時
代
を
下
限
と
し
て
室
町
期
に
存
在
し
た
寺
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 即
身
成
仏
と
は
、
生
身
の
ま
ま
仏
と
し
て
悟
り
の
境
地
に
は
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 深
い
穴
を
掘
り
そ
の
中
に
生
き
埋
め
に
な
る
方
法
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 即
身
成
仏
を
志
す
修
行
は
、
真
言
宗
独
特
の
も
の
だ
そ
う
で
、
こ
の
寺
は
真
言
宗
の
寺
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

      



 

4 

呼 
 

称 
 

地
蔵
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
中
摩
白
地 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 
 

地
蔵
菩
薩
坐
像 

石
像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 
 

外
御
三
体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
蔵
堂
の
横
に
あ
る
の
が
ア
ラ
ブ
寺 

名
残
品
六
地
蔵
石
幢
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

昭
和
三
十
七
年
改
築 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 

二
月
四
日
、
八
月
四
日
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

供
養
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

    

そ
の
他 

           

逸 

話 
  

宝
篋
印
塔
は
、
そ
の
隅
飾
り
の
形
な
ど
か
ら
、
成
立
年
代
を
判
定
す
る
と
、
桃
山
期
ご
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

  

「
お
上
人
様
」
と
呼
ば
れ
る
墓
塔
が
あ
り
ま
す
、
あ
ま
り
高
く
は
な
い
が
重
厚
な
造
り
の
立
派
な
笠
を
乗
せ
て
い
る
。 

 
 
 

こ
れ
は
、
こ
の
地
に
昔
存
在
し
た
寺
の
住
職
で
地
域
の
住
民
の
難
儀
や
貧
困
を
救
わ
ん
と
生
き
な
が
ら
墓
穴
に
入
り 

 

「
即
身
成
仏
」
を
遂
げ
た
人
の
墓
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

            



 

5 

呼 
 

称 
 

善
念
寺
観
音
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
中
摩
三
四
一
二 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

観
音
像
（
樫
木
像
一
寸
八
分
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

室
町
時
代 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

逸 

話 
  

山
崎
家
が
室
町
時
代
禅
宗
の
お
寺
で
あ
っ
た
頃
の
名
残
で
、
観
音
堂
の
下
に
往
時
の
墓
が
あ
る
。 

 

中
に
明
應
（
一
四
九
〇
年
代
）
の
文
字
、
禅
師
と
刻
ま
れ
た
墓
や
板
碑
も
見
ら
れ
る
。 

                



 

6 

呼 
 

称 
 

薬
師
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
中
摩
中
詰 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

薬
師
如
来

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

弘
法
大
師 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

再
建 

平
成
十
二
年 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

毎
年
八
月
に
供
養
祭
り
が
行
わ
れ
て 

い
る
。 

 

そ
の
他   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

           

逸 

話 
 

お
堂
は
三
度
目
の
移
転
で
、
現
在
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

  

弘
法
大
師
像
は
，
裏
山
の
祠
に
祀
っ
て
あ
っ
た
が
，
こ
の
堂
に
薬
師
如
来
と
一
緒
に
祀
っ
て
い
る
。
〔
移
転
不
明
〕 

 

薬
師
如
来
は
，
火
伏
様
と
し
て
地
域
の
人
は
参
拝
し
て
い
る
。
ま
た
、
歯
痛
を
治
す
こ
と
で
も
有
名
で
、
近
隣
か
ら
も
参
拝
が 

 
 

 

あ
っ
た
。 

 

歯
の
痛
み
が
直
る
と
、
お
礼
に
爪
楊
枝
を
歳
の
数
だ
け
作
っ
て
奉
納
し
て
い
た
。 

          



 

7 

呼 
 

称 
 

弘
法
地
蔵
堂 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
中
摩
春
田
陰
平 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

弘
法
大
師
像

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

地
蔵
菩
薩
像 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

天
明
（
一
、
七
八
一
）
の
頃
よ
り
木
造
の 

堂
祠
二
体
の
弘
法
地
蔵
菩
薩
像
が
祠
ら
れ 

て
い
た
が
、
水
害
後
享
和
元
年
（
一
、
八 

〇
一
年
）
に
現
在
の
所
に
安
置
さ
れ
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 

水
害
後
裏
手
の
山
の
中
腹
に
石
造
り
の 

堂
祠
に
二
体
別
々
に
祠
ら
れ
て
い
る
。 
 

当
堂
は
水
田
を
二
ア
ー
ル
持
っ
て
お
り 

そ
の
小
作
料
で
九
軒
の
関
係
者
は
一
月 

二
十
一
日
に
供
養
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 そ
の
他 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

逸 

話 
  

寛
政
（
一
、
七
九
〇
）
年
ご
ろ
、
玖
珠
町
と
山
国
町
の
境
の
岩
山
が
崩
れ
、
春
田
川
を
せ
き
止
め
て
湖
と
な
り
、
そ
の
水
と 

 
 

 
 

土
砂
が
一
気
に
流
れ
、
大
塚
堤
防
を
乗
り
越
え
て
春
田
の
人
家
田
畑
を
流
し
た
。 

  

そ
の
時
、
人
が
二
人
流
さ
れ
て
助
け
を
求
め
て
い
た
と
き
、
倒
れ
る
は
ず
の
な
い
弘
法
堂
祠
の
敷
地
に
あ
っ
た
、
周
囲
十
二 

 

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
あ
る
楠
の
大
木
が
倒
れ
二
人
は
助
か
り
ま
し
た
。 

  

村
人
が
何
気
な
く
弘
法
堂
の
菩
薩
様
を
見
た
ら
、
雨
漏
り
の
し
て
い
な
い
の
に
菩
薩
様
は
び
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
て
い
た
、 

 

楠
は
弘
法
様
が
倒
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
木
は
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
の
水
害
の
痕
跡
は
、
平
成
の
春
田
水
田
改
良
事
業
の
時
土
石
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
。 

  

大
木
が
倒
れ
た
後
、
木
造
堂
祠
が
傾
き
、
享
和
元
年
、
信
徒
九
名
に
よ
っ
て
石
工
に
頼
み
、
石
堂
祠
が
再
建
さ
れ
て
今
の 

 
 

 

位
置
に
祀
っ
て
あ
り
ま
す
。 
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呼 
 

称 
 

観
音
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
中
摩
春
田
寺
川 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

十
一
面
観
音 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

藤
原
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
で
は 

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

天
正
九
年
（
一
，
五
八
一
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

八
月
十
日
・
八
月
十
七
日
に
盆
踊
り
が 

行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

逸 

話 

 

観
音
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
菩
薩
像
に
は
天
冠
は
失
わ
れ
、
右
半
分
は
焼
け
て
い
る
が
残
る
半
面
の
表
情
は
、
息
を
呑
む
ほ
ど 

 美
し
く
作
ら
れ
て
い
る
。 

 

 
 顔

半
面
が
焼
け
て
居
る
事
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
伝
わ
る
話
に
よ
る
と
、
天
正
九
年
大
友
宗
麟
が
英
彦
山
を
攻
め
た
折
に
こ
の 

 

地
域
の
神
社
も
一
部
破
壊
さ
れ
焼
か
れ
た
。 

 

信
仰
厚
い
春
田
地
区
の
人
々
は
、
大
切
な
観
音
菩
薩
様
に
、
も
し
も
の
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
仏
像
を
背
負
い
非
難
し
た
が
、 

 

そ
の
後
の
火
災
で
焼
失
す
る
と
こ
ろ
を
頭
部
だ
け
と
り
と
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

  

こ
の
観
音
菩
薩
像
が
完
全
な
形
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
は
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

今
現
在
で
も
火
傷
に
ご
利
益
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
遠
方
よ
り
も
お
参
り
に
来
て
い
る
。 

 

※ 

天
冠
と
は
、
観
音
菩
薩
が
頭
部
に
つ
け
る
冠
の
事
を
言
う 

  



 

9 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

呼 
 

称 
 

笹
掛
宝
珠
地
蔵
尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
中
摩
カ
ヤ
の
原 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

宝
珠
観
音
地
蔵
尊 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

宝
永
六
年
丑
年
（
一
、
七
〇
九
年
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 毎
年
八
月
十
四
日
夕
方
よ
り
地
元
住
民 

及
び
近
郷
の
来
訪
者
で
供
養
を
行
い
、 

カ
ラ
オ
ケ
、
盆
踊
り
で
親
睦
を
深
め
て 

い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
他 

  

昭
和
二
十
八
年
の
大
水
害
で
梨
の
大
木
に 

つ
ぶ
さ
れ
た
が
、
笹
川
・
掛
地
の
人
々
の 

肝
い
り
で
平
成
二
年
八
月
に
再
建
さ
れ
た
。 

        

逸 

話 

  

昔
、
春
田
川
の
流
域
の
部
落
に
腹
痛
の
伝
染
病
が
起
こ
っ
た
、
こ
れ
を
聞
い
た
托
鉢
の
お
坊
さ
ん
が
「
こ
の
お
地
蔵
さ
ん 

 

を
納
め
て
丁
重
に
お
参
り
し
て
く
だ
さ
い
」
と
地
蔵
さ
ん
を
置
い
て
行
か
れ
た
。 

  

部
落
民
は
坊
さ
ん
の
言
う
通
り
お
参
り
し
た
ら
伝
染
病
が
治
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
、
そ
の
後
、
病
癒
し
の
地
蔵
と
し
て 

 

近
郷
の
人
々
が
お
参
り
に
来
て
い
る
。 

  

ま
た
、
再
建
さ
れ
た
地
蔵
堂
よ
り
三
〇
〇
Ｍ
上
流
に
オ
タ
ヤ
渕
と
い
う
渕
が
あ
り
、
宝
永
の
頃
は
岩
山
険
し
く
、
道
巾
狭
く 

 

人
馬
が
渕
に
落
ち
る
事
故
が
多
発
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
十
尺
四
方
の
堂
を
建
て
地
蔵
を
安
置
し
事
故
も
起
こ
ら
な
く
な
っ
た 

 

と
言
わ
れ
て
い
る
、
こ
の
時
期
が
宝
永
六
年
と
の
こ
と
。 
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呼 
 

称 
 

菊
水
山
観
世
音
閣 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
中
摩
肥
前
屋
上
神
田 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

観
世
音
菩
薩 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

不
明
、
再
建
は
昭
和
二
十
一
年
ご
ろ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

毎
年
八
月
十
日
、
供
養
祭
り
が
行
わ 

れ
て
い
る
。 

 

そ
の
他 

 
 

現
在
、
水
谷
良
之
氏
管
理 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

逸 

話 

 
 

観
世
音
菩
薩
像
は
見
事
な
金
箔
像
な
の
で
、
昭
和
二
十
年
頃
の
あ
る
日
仏
像
が
盗
ま
れ
ま
し
た
、
盗
ん
だ
泥
棒
は
門
司
港 

 

 

ま
で
行
き
船
に
乗
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
仏
像
が
急
に
重
く
な
り
、
動
か
せ
な
く
な
っ
た
泥
棒
は
そ
の
ま
ま
置
い
て
逃 

 

げ
ま
し
た
、 

 

そ
れ
を
み
た
土
地
の
人
が
警
察
に
届
け
ま
し
た
。 

 

盗
難
の
後
、
届
を
出
し
て
い
た
の
で
水
谷
家
に
警
察
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
主
の
水
谷
順
行
さ
ん
が
引
き
取
り
に
行
き
現
在
の 

 

所
に
安
置
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

        



 

１１    

１１ 
 

呼 
 

称 
 

嶽
薬
師
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
宇
曽
市
平
嶽 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

薬
師
如
来

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

建
長
二
年
（
一
、
二
五
〇
年
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

昭
和
四
〇
年
頃
ま
で
は
八
月
十
七
日 

に
盆
踊
り
を
し
て
い
た
が
、
最
近
は 

掃
除
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 

 
          

逸 

話 
  

当
地
区
は
、
そ
の
昔
、
平
小
野
地
区
よ
り
山
道
に
入
り
津
民
を
経
て
宇
ノ
島
に
通
り
抜
け
る
道
で
、
と
て
も
人
通
り
が
多
い 

 
 

場
所
で
し
た
。 

 
 

こ
の
薬
師
堂
は
歯
の
痛
み
を
取
る
事
で
有
名
で
し
た
。
川
の
合
流
点
で
丸
い
石
を
拾
い
そ
れ
を
供
え
お
願
い
す
る
と
、
た
ち 

 

ど
こ
ろ
に
歯
の
痛
み
が
治
る
と
い
う
事
で
お
参
り
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。 

 
 医

学
が
進
み
鉄
道
の
開
通
と
と
も
に
人
通
り
も
め
っ
き
り
少
な
く
な
り
今
で
は
寂
し
い
ば
か
り
で
す
。 

  

大
友
宗
麟
と
英
彦
山
と
の
合
戦
が
こ
の
地
で
あ
り
（
一
五
七
〇
年
ご
ろ
）
、
そ
の
時
の
戦
死
者
と
思
わ
れ
る
墓
石
が
十
数
基 

 
 

境
内
の
一
角
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

石
原
不
動
尊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
宇
曽
字
市
平 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

不
動
尊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

観
音
像
・
弘
法
大
師 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

嘉
禎
元
年
（
一
，
二
三
五
年
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

八
月
十
日
、
地
域
皆
で
お
通
夜
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

             

不
動
尊
由
来
略
記 

 

一
、 

今
ヲ
去
ル
凡
ソ
七
百
年
前
鎌
倉
ヨ
リ
御
外
宮
ノ
時
白
地
亀
岡
八
幡
宮
ノ
御
共
ヲ
ナ
シ
當
地
ニ
御
余
セ
ラ
レ
シ
ニ
依 

 

リ 
 

一
、
四
面
御
堂
ヲ
建
立
シ
テ
御
安
置
奉
ル
夫
レ
ヨ
リ
毎
年
十
二
月
二
十
八
日
ヲ
御
祭
日
ト
ス
ル 

  

一
、
明
治
十
九
年
四
月
御
堂
ヲ
一
間
半
四
面
ニ
建
替
ヲ
ナ
ス 

  

一
、
明
治
二
十
年
七
月
早
川
源
平
氏
寄
願
観
音
様
ヲ
御
安
置
ス 

 

一
、
境
内
ニ
椎
ノ
木
ア
リ
数
百
年
ヲ
経
タ
ル
周
リ
二
丈
余
ノ
大
樹
タ
リ
シ
モ
中
央
ニ
ホ
ラ
穴
ア
リ
大
正
拾
参
年
九
月
暴
風 

 

雨
ノ
為
メ
吹
キ
折
ラ
ル
其
時
堂
様
共
ニ
打
倒
サ
レ
タ
リ
依
テ
翌
年
再
建
ニ
決
ス 

 

一
、
大
正
拾
四
年
拾
月
竣
工
ス
全
工
費
四
百
円
余
人
夫
九
戸
ヨ
リ
二
百
二
人 

材
料
九
戸
ヨ
リ
寄
附
人
名
宝
珠
山
萬
吉 

 
 

一
、
谷
口
儀
徳
、
早
川
源
吾
、
鉾
立
謙
二
郎
、
小
松
幸
三
、
石
原
良
三
郎 

石
原
芳
蔵 

藤
原
庄
三
郎 

原 

幸
一 

 

一
、
昭
和
三
年
十
二
月
、
石
原
八
作
寄
願
高
野
山
参
詣
シ
テ
弘
法
様
ノ
石
佛
ヲ
安
置
ス 

 

昭
和
拾
参
年
三
月
記
ス
（
昭
和
十
三
年
に
記
さ
れ
た
木
板
が
保
存
さ
れ
て
い
る
）
原
文
の
ま
ま
記
載 

 



 

13 

呼 
 

称 
 

小
迫
薬
師
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
宇
曽
字
市
平
下 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

薬
師
如
来

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

再
建 

仏
像  

天
保
七
年
（
一
，
八
三
七
）
二
月 

堂
様 

昭
和
三
十
四
年
、
平
成
九
年 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

  

い
つ
も
花
が
飾
ら
れ
、
お
参
り
が 

行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 

 
         

逸 

話 
  

天
保
の
時
代
日
本
各
地
で
疫
病
が
発
生
し
た
、
当
地
区
も
例
外
で
も
な
く
何
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
た
。 

 

当
時
は
、
医
学
と
は
無
縁
の
時
代
。
た
だ
信
仰
に
た
よ
る
し
か
な
い
頃
で
あ
っ
た
。 

  

そ
こ
で
、
薬
師
堂
が
建
立
さ
れ
（
天
保
七
年
二
月
と
記
さ
れ
て
い
る
）
、
お
祭
り
を
正
月
八
日
と
定
め
て
各
戸
持
ち
回
り
で 

 
 

 

行
っ
て
い
た
が
、
明
治
時
代
に
一
軒
の
家
が
、
祭
り
元
が
回
っ
て
く
る
と
何
か
の
理
由
を
つ
け
て
行
わ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 

祭
り
は
残
り
の
家
で
毎
年
行
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
分
は
除
け
者
に
さ
れ
た
と
思
い
込
み
、
「
祭
り
元
が
出
来
な
い
の
も 

 
 

 病
気
に
な
っ
た
の
も
薬
師
様
の
せ
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
「
あ
ん
な
物
が
な
け
れ
ば
こ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と 

 

仏
像
を
投
げ
飛
ば
し
粉
々
に
し
て
し
ま
っ
た
。 

  

地
区
の
も
の
は
皆
で
拾
い
集
め
た
が
、
ど
う
し
て
も
頭
の
部
分
が
見
つ
か
ら
ず
数
年
十
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。 

 

頭
の
な
い
仏
像
を
祀
っ
て
い
る
の
で
は
あ
ま
り
に
も
・
・
・
と
い
う
事
に
な
り
、
協
議
の
結
果
昭
和
三
十
四
年
仏
像
が
再
建 

 

さ
れ
た
ー
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

平
成
九
年
に
は
お
室
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

火
伏
地
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
宇
曽
上
村 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

火
伏
地
蔵 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

毎
年
九
月
二
十
四
日
、
座
元
が
順
番
で   

   
  
  
  
  
   

掃
除
・
お
供
え
物
を
し
、
食
事
を
し
て 

供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

            

逸 

話 

 
 

鎖
等
を
使
い
険
し
い
道
で
、
民
家
の
裏
山
に
あ
る
岩
穴
の
中
に
高
さ
二
．
七
メ
ー
ト
ル
・
巾
四
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
祀
っ
て

 

 

あ
る
。 

  

昭
和
十
三
年
火
事
が
あ
り
民
家
が
焼
け
、
そ
の
後
山
火
事
も
起
こ
っ
た
。
こ
の
地
蔵
が
そ
ま
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
・
・ 

 

と
い
う
事
に
な
り
そ
れ
以
来
地
区
の
人
が
お
祭
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
七
十
年
近
く
地
区
で
は
火
災
が
発
生
し
て 

 

い
な
い
。 
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呼 
 

称 
 

地
蔵
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
藤
野
木 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

観
世
音
菩
薩
・
阿
弥
陀
仏
本
尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

弘
法
地
蔵
尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

寛
永
二
年
（
一
，
六
二
五
年
）
虎
の
年 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 

明
治
二
年
（
一
，
八
六
九
年
） 

藤
野
木
〜
長
尾
野
道
路
工
事
の
た
め
に 

現
在
地
に
移
転
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  
   

昭
和
六
〇
年
頃
ま
で
は
、
地
区
総
出
で 

八
月
二
十
一
日
に
供
養
祭
り
が
行
わ
れ 

て
い
た
が
、
現
在
は
盆
に
掃
除
・
管
理 

の
み
と
な
っ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

       

逸 

話 

 
 

逸
話
と
し
て
は
別
に
無
い
が
、
藤
野
木
村
の
庄
屋
は
代
々
長
尾
家
が
継
い
で
い
た
。 

 

 
 藤

野
木
村
は
、
成
政
・
藤
野
木
・
重
尾
・
草
河
内
の
四
地
区
か
ら
な
っ
て
い
る
、 

  

こ
の
堂
の
主
尊
は
鎌
倉
時
代
に
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
長
尾
氏
の
先
祖
の
持
仏
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の 

 

 

地
域
の
堂
祠
に
よ
る
信
仰
が
起
こ
っ
た
の
は
鎌
倉
期
と
思
わ
れ
る
。 

 

藤
野
木
村
騒
動
の
あ
っ
た
頃
、
今
か
ら
七
〇
〇
年
以
上
も
前
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。 
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呼 
 

称 
 

観
音
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
藤
野
木 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

木
造
地
蔵
菩
薩
半
跏
像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

室
町
時
代
か
ら
桃
山
期
に
か
け
て
の 

も
の
と
推
測
さ
れ
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

昭
和
五
十
四
年
二
月
、
山
国
町
指
定   

文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
月
二
十
一
日
・
八
月
二
十
一
日
の

 
 
 
 
 
 
 

年
二
回
地
区
民
総
出
で
供
養
祭
り
が 

行
わ
れ
て
い
る
。 

 
そ
の
他 

         

逸 

話 
  

堂
の
付
近
の
川
で
子
供
た
ち
が
水
遊
び
を
し
て
い
る
と
、
見
知
ら
ぬ
坊
さ
ん
が
来
て
一
緒
に
遊
ん
だ
り
世
話
を
や
い
て
い
た
。 

 
 
 

あ
る
日
、
男
の
子
が
痙
攣
を
起
こ
し
溺
れ
か
け
た
。
そ
の
時
お
坊
さ
ん
が
来
て
子
ど
も
を
助
け
あ
げ
た
、
子
ど
も
の
親
た
ち 

 

が
お
坊
さ
ん
に
お
礼
を
・
・
と
思
い
探
し
回
っ
た
が
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

  

親
子
が
や
む
な
く
帰
る
道
す
が
ら
ふ
と
地
蔵
堂
を
見
る
と
真
中
の
地
蔵
像
か
ら
水
が
し
た
た
り
落
ち
て
い
た
、
親
子
は
こ
の 

 

地
蔵
様
に
深
く
頭
を
下
げ
お
礼
を
申
し
上
げ
た
。 

  

地
域
の
人
々
は
、
子
ど
も
好
き
な
こ
の
地
蔵
様
を
子
ど
も
の
守
り
神
と
し
て
崇
め
奉
つ
り
、
今
で
も
祭
り
の
日
は
学
校
帰
り 

 

の
子
ど
も
に
赤
飯
を
接
待
し
て
い
る
。 

      



 

   
  
  
  
  
   
  
  
  
  
   
  
  
  
  
   
  
  
  

１７ 

呼 
 

称 
   

地
蔵
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
   

中
津
市
山
国
町
藤
野
木
草
野
河
内 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
   

地
蔵
菩
薩
半
跏
像 

木
像 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 
  

弘
法
大
師 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

   

元
建
立
は
定
か
で
な
い
が
、
昭
和
五
十
八 

年
に
再
建
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 

年
二
回
、
一
月
二
十
一
日
、
八
月 

二
十
一
日
、
地
区
民
全
員
に
よ
り 

供
養
祭
り
を
行
っ
て
い
る
。 

 

   

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

          逸 

話 

 
 

定
か
で
な
い
が
、
昔
多
く
の
動
物
が
い
て
農
作
物
を
食
い
荒
ら
し
、
農
民
が
大
変
苦
労
を
し
、
明
日
の
食
べ
物
に
も
不
自
由 

 

を
す
る
始
末
だ
っ
た
。 

  

そ
こ
で
、
部
落
の
長 

草
内
氏
が
発
起
人
に
な
り
、
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
て
部
落
の
安
全
・
安
泰
を
祈
願
し
た
。 

 

そ
れ
以
降
動
物
は
里
に
現
れ
な
く
な
り
、
農
作
物
を
荒
ら
さ
な
く
な
っ
た
。 

 

特
に
キ
ツ
ネ
は
今
で
も
裏
山
の
麓
の
洞
穴
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
そ
う
だ
。 

 

※ 

供
養
祭
り
に
は
、
そ
の
年
の
農
作
物
が
沢
山
供
え
ら
れ
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

観
音
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
長
尾
野 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

十
一
面
観
音 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

天
保
十
年
亥
年
（
一
、
八
三
九
年
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
島
源
兵
衛
の
肝
い
り
で
建
立
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 現
在
の
状
況  

八
月
七
日
、
十
七
日
に
通
夜
を
行
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

十
七
日
に
盆
踊
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

   そ
の
他 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
           

逸 

話 

 

建
立
の
頃
、
長
尾
野
地
区
で
は
陽
平

ひ

べ

ら

の
裏
山
が
た
び
た
び
の
崩
壊
の
た
め
、
家
は
壊
さ
れ
、
人
馬
は
死
ん
だ
り
傷
つ
い
た
り 

 

だ
っ
た
。 

  

そ
こ
で
、
観
音
様
の
力
に
す
が
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
山
の
正
面
の
右
手
に
山
の
崩
れ
を
抑
え
、
左
手 

 

に
お
神
酒
を
持
つ
十
一
面
観
音
を
収
め
ま
し
た
、
そ
の
後
災
害
は
起
こ
ら
な
く
な
っ
た
。 

  

そ
の
噂
が
広
が
り
、
あ
る
時
観
音
様
を
盗
み
、
背
負
っ
た
賊
が
一
尺

み

八
寸
山

お

や

ま

の
峠
を
越
そ
う
と
し
た
が
、
急
に
重
く
な
っ
た 

 

の
で
、
観
音
様
の
怒
り
と
感
じ
て
元
の
位
置
に
返
し
、
中
島
庄
屋
に
詫
び
た
・
・
・
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

彦
山
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
守
実 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

清
正
公
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

明
治
二
十
年
ご
ろ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

熊
谷
病
院
宅
が
年
中
守
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昔
は
田
地
一
反
あ
り
そ
の
作
り
主
が 

お
祭
り
を
し
て
い
た
。 

 

そ
の
他 

 

   
  
  
  

          

逸 

話 
 

明
治
三
十
二
年
ご
ろ
、
ハ
ン
セ
ン
シ
病
患
者
の
為
、
熊
谷
静
雄
医
師
が
熊
本
に
赴
き
、
加
藤
清
正
公
の
御
心
を
戴
き
建
造 

 

さ
れ
多
く
の
ハ
ン
セ
ン
シ
病
患
者
が
お
参
り
に
訪
れ
て
い
た
。 

 
 平

成
十
四
年
に
熊
谷
方
巳
医
師
が
再
建
し
、
毎
年
七
月
十
四
日
に
夜
通
し
の
お
祭
り
を
し
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

観
音
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
守
実
中
組 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

観
音
菩
薩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

明
治
初
期
、
平
成
十
九
年
再
建 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

守
実
に
昔
か
ら
居
住
し
て
い
る
。 

十
四
戸
で
守
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 

 
           

逸 

話 
  

逸
話
と
い
う
の
は
特
に
な
い
、
毎
年
五
月
八
日
、
お
盆
、
十
一
月
十
七
日
に
、
祭
り
元
の
方
が
昔
な
が
ら
の
酒
肴
で
一
杯
飲 

 

み
な
が
ら
祭
り
を
行
っ
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

堂 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
守
実
志
川 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

道
祖
神

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

観
音
菩
薩 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

大
正
十
四
年
・
平
成
十
七
年
再
建 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

現
在
の
状
況 

毎
年
七
月
二
十
三
日 

地
蔵
盆
お
通
夜

 
 
 
 
 
 

十
一
月
二
十
三
日
甘 

酒
祭
り
を
八
軒 

で
祀
っ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

            

逸 

話 
 

 

観
音
菩
薩
、
あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
か
ら
慈
悲
を
持
っ
て
救
っ
て
く
れ
る
仏
様
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

 

観
世
音
菩
薩
ま
た
は
観
自
在
菩
薩
と
も
い
わ
れ
、
そ
の
力
を
信
じ
れ
ば
様
々
に
姿
を
変
え
て
人
々
に
救
い
の
手
を
差
し
延
べ
る 

 

菩
薩
様
と
し
て
大
切
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

  

大
正
十
四
年
に
志
川
地
区
に
建
て
ら
れ
、
昔
の
志
川
地
区
の
八
軒
で
年
二
回
お
祭
り
を
し
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

弘
法
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
守
実
狩
宿 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

弘
法
大
師 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

火
伏
観
世
音 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

不
明 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

逸 

話 

 
 

こ
の
狩
宿
弘
法
堂
は
建
立
さ
れ
た
の
は
不
明
だ
が
、
現
在
の
熊
谷
家
の
先
代
が
四
国
八
十
八
ヶ
所
参
拝
を
終
え
て
か
ら
こ
の 

 

堂
を
見
守
っ
た
と
の
こ
と
。 

 

当
時
は
家
も
ま
ば
ら
で
あ
り
、
堂
様
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
・
・
・
の
思
い
か
ら
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

  

昭
和
六
三
年
に
道
路
改
修
に
あ
た
り
現
在
の
と
こ
ろ
に
地
区
の
支
援
に
よ
り
移
転
建
立
、
毎
年
四
月
二
十
一
日
に
昔
か
ら
の 

 

地
区
六
軒
に
よ
り
順
番
に
よ
り
お
祭
り
し
て
い
る
。 

  

脇
本
尊 

  

こ
の
堂
の
中
に
観
世
音
菩
薩
を
祀
っ
て
あ
る
が
、
当
時
よ
り
火
伏
観
音
と
し
て
地
区
を
火
災
か
ら
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
病
気
を
治
す
と
も
い
わ
れ
近
隣
か
ら
参
り
に
来
る
人
も
い
た
。 

  

お
祭
り
は
、
現
在
の
狩
宿
地
区
全
員
で
七
月
に
米
・
野
菜
な
ど
持
ち
寄
っ
て
盛
大
に
行
っ
て
い
る
。 
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呼 

称 
 

観
音
堂 

 

場 

所 
 

中
津
市
山
国
町
平
小
野
田
ノ
中 

 

御
本
尊 

 

十
一
面
観
音
菩
薩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

脇
本
尊 

 

弘
法
大
師
・
大
日
如
来
・
子
育
て
観
音 

淡
島
様
・
十
二
神
将
木
像 

 

建
立
年
月 

  

最
初
は
、
建
永
（
一,

二
〇
〇
年
ご
ろ
） 

建
て
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

昭
和
二
年
改
築 

 

現
在
の
状
況  

毎
年
四
月
十
五
日
・
八
月
十
日
・
八
月 

十
七
日
に
供
養
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
そ
の
他 

  

堂
の
周
囲
に
は
多
数
の
石
仏
等
が
あ
っ
た 

が
、
四
十
年
位
前
に
玖
珠
の
方
へ
持
っ
て 

行
っ
た
。 

        

逸 

話 
 

 

観
音
堂
の
主
尊
十
一
面
観
音
は
、
元
任
二
年
（
一
二
二
五
年
）
に
、
あ
ま
り
に
も
霊
験
あ
ら
た
か
な
ゆ
え
に
盗
難
に
遭
い 

 

紛
失
し
た
。 

  

方
々
探
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
地
域
の
人
は
諦
め
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
観
音
像
が
帰
り
、
い
つ
も
の
所
に
安
置
さ
れ 

 

て
い
た
そ
う
だ
。 
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呼 
 

称 
 

明
林
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
平
小
野
小
竹
林 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

弘
法
大
師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

猫
像 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

昭
和
二
十
五
年
（
平
成
十
年
再
建
） 

 

現
在
の
状
況 

三
月
二
十
一
日
・
八
月
二
十
一
日
に 

供
養
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そ
の
他 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
           

逸 

話 
 

 

昔
、
こ
の
堂
様
の
と
こ
ろ
に
三
好
姓
の
若
夫
婦
が
住
ん
で
い
た
。 

 
 こ

の
夫
婦
に
子
ど
も
が
居
て
毎
日
昼
寝
を
し
て
い
た
、
其
の
日
も
、
昼
寝
を
し
て
い
る
枕
元
に
飼
い
猫
が
、
異
様
な
う
め
き 

 

声
を
挙
げ
て
、
今
に
も
子
ど
も
に
飛
び
掛
ら
ん
と
し
て
い
た
。 

 
 そ

の
様
相
に
両
親
が
気
づ
き
「
こ
れ
は
な
ん
と
し
た
事
か
」
と
近
く
に
あ
っ
た
棒
を
取
り
打
ち
殺
そ
う
と
叩
い
た
。 

  

猫
は
、
子
ど
も
に
襲
い
か
か
ろ
う
と
す
る
大
き
な
蛇
を
噛
み
殺
し
撃
退
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

 

猫
は
そ
の
後
す
ぐ
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。 

  

子
ど
も
を
守
っ
て
く
れ
た
愛
猫
に
、
思
い
違
い
を
し
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
事
の
お
詫
び
と
、
恩
返
し
に
猫
の
石
像
を
安
置 

 

し
て
祀
っ
た
。 

 
 地
区
の
人
は
、
弘
法
様
の
お
祭
り
を
「
猫
祭
り
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

猫
の
像
の
台
座
に
は
「
天
神
名
主
法
登
大
神
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

観
音
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
吉
野
辻 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

観
音
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

四
月
八
日 

花
ま
つ
り 

八
月
十
日 

盆
供
養 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
月
十
七
日 

送
り
火 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
十
八
日 

観
音
ま
つ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

十
一
月
二
十
二
日 

大
師
講
ま
つ
り  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

         

逸 

話 
 

百
五
十
年
頃
か
ら
安
産
の
神
様
と
し
て
祭
っ
て
い
る
。 

                 
 



 

26 

呼 
 

称 
 

お
堂
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
小
屋
川
谷
組 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

千
手
観
音

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

再
建
不
明 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

毎
年
八
月
十
日
・
八
月
十
七
日
・ 

十
月
十
日
又
は
旧
暦
十
二
月
十
日 

二
十
一
戸
で
お
祭
り
を
し
て
い
る
。 

﹇
祭
り
元
は
四
戸
持
ち
回
り
﹈ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

           

逸 

話 
 

昔
か
ら
人
々
の
苦
し
み
を
救
う
観
音
様
と
し
て
祀
っ
て
き
た
。 

 

現
在
は
、
安
産
・
健
康
・
家
内
安
全
の
神
様
と
し
て
お
祈
り
し
て
い
る
。 

 

地
区
内
が
安
全
・
安
心
で
暮
ら
せ
る
の
も
千
手
観
音
の
お
陰
と
地
区
民
は
感
謝
し
て
い
る
。 

              



 

27 

呼 
 

称 
 

お
堂
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
小
屋
川
上
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

平
成
四
年
四
月
吉
日
再
建 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

毎
年
十
二
月
十
日
に
、
供
養
祭
り
が 

行
わ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

逸 

話 
 

 

女
の
神
様
と
し
て
、
昔
か
ら
お
産
・
病
気
全
快
を
お
祈
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
交
通
安
全
・
合
格
祈
願
等
ご
利
益
の 

 

お
礼
と
し
て
祭
り
を
し
て
い
ま
す
。 

  

平
成
三
年
の
台
風
で
お
堂
が
崩
壊
し
仏
像
だ
け
は
無
事
で
、
平
成
四
年
に
新
築
再
建
し
近
所
の
人
は
お
参
り
し
て
い
ま
す
。 

 

古
く
か
ら
の
書
き
物
類
は
濡
れ
て
駄
目
に
な
っ
た
。 

  

毎
年
十
二
月
十
日
に
小
屋
川
上
組
の
人
た
ち
で
お
祭
り
を
し
て
い
る
、
道
行
く
人
も
お
参
り
し
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

不
動
尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
小
屋
川
所
小
野 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

磨
崖
像 

不
動
三
尊
石
仏 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

各
種
菩
薩
石
像
三
十
二
体
も
納
め
ら
れ
て 

い
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

養
和
（
一
，
一
八
一
年
）
後
期
よ
り
霊
場 

さ
れ
、
享
保
期
（
一
，
七
一
六
年
）
庶
民 

に
開
放
さ
れ
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

毎
年
四
月
八
日
、
十
一
月
二
十
八
日
に
は 

地
区
の
人
々
に
よ
り
「
不
動
様
篭
り
」
が 

行
わ
れ
、
参
拝
者
に
お
神
酒
・
お
に
ぎ
り 

等
で
接
待
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

十
一
月
二
十
八
日
に
は
、
例
大
祭
が
行
わ 

れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

逸 

話 

  

「
身
代
わ
り
不
動
」
と
も
呼
ば
れ
、
享
保
時
代
に
描
か
れ
た
古
地
図
に
は
「
不
動
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
呼
び
名
は 

 
 
 

 

い
つ
付
け
ら
れ
た
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

息
子
を
出
征
さ
れ
た
母
親
が
、
我
が
子
の
無
事
帰
還
を
願
っ
て
願
を
掛
け
ま
し
た
。
戦
場
の
息
子
は
あ
わ
や
の
危
機
を
逃
れ 

 

母
の
元
へ
還
っ
て
く
る
事
が
で
き
、
二
人
で
お
礼
参
り
に
参
拝
す
る
と
菩
薩
の
胸
よ
り
鮮
血
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

こ
の
仏
が
息
子
の
身
代
わ
り
に
立
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
こ
と
が
評
判
に
な
り
、
遠
方
か
ら
も
参
拝
に
来
る
人
が
増
え 

 

ま
し
た
。
な
ぜ
、
「
身
代
わ
り
菩
薩
」
と
呼
ば
ず
「
身
代
わ
り
不
動
」
と
呼
ぶ
か
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

所
小
野
の
洞
窟
は
、
奥
行
き
四
メ
ー
ト
ル
程
し
か
な
い
が
、
深
山
の
神
秘
的
な
所
に
あ
り
ま
す
、
山
伏
は
洞
窟
を
仏
の
体
内 

 

に
見
立
て
護
摩
を
焚
き
呪
文
を
唱
え
自
分
が
仏
と
な
る
修
行
を
続
け
る
霊
場
と
し
て
い
ま
し
た
。 
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呼 
 

称 

観
音
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 

中
津
市
山
国
町
草
本
田
良
川 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 

観
音
様 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

薬
師
如
来 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

再
建 

天
正
六
年
（
一
、
五
七
八
）
六
月 

中
奉
行
・
矢
野
八
左
衛
門
が
施
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

            

逸 

話 

 
 

逸
話
で
は
な
い
が
、
草
本
地
区
は
山
国
の
中
で
も
比
較
的
早
く
か
ら
開
け
た
土
地
柄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

堂
内
に
掛
け
ら
れ
た
板
額
に
は
次
の
よ
う
な
事
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
再
建 

従
来 

耶
馬
溪 

清
水
禅
師
」 

 

一
、
観
音
堂 

前
住 

清
水
良
永
禅
師 

後
住 

不
知
天
正
六
卯
年 

但
し 

先
施 

長
禄
元
丑
春
造
営 

施
主 

鉱
山
奉
行 

矢
野
八
左
衛
門
尉 

 
 一

、
仝
二
再
建 

旧
元
禄
七
穐
再
建 

田
良
川 

白
銀 

朱
山 

黒
岩 

鉱
山
砌 

  

 

一
、
仝
三
再
建 

文
化
十
年
春
造
営 

熊
谷
林
左
衛
門
外
二
十
八
名
」・
・
・
こ
の
板
額
の
記
載
は
、
近
代
に
な
っ
て
な
さ
れ
た 

 

も
の
で
あ
り
、
書
く
と
き
に
資
料
解
釈
の
混
乱
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
長
禄
年
間
（
一
四
五
七
年
ご
ろ
） 

 

に
堂
宇
が
創
建
さ
れ
た
の
は
事
実
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
観
音
堂
境
内
に
は
、
天
正
六
年
銘
の
こ
の
庵
の
前
住
良
永
禅
師
の
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。 

 

南
北
朝
か
ら
室
町
に
か
け
て
、
あ
る
程
度
の
文
化
的
営
み
が
存
在
し
て
い
た
土
地
柄
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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呼 
 

称 
 

疣
取
り
地
蔵 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
草
本
大
曲 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

地
蔵
菩
薩 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

阿
弥
陀
像 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

享
保
一
〇
年
（
一
，
七
二
五
年
）
よ
り 

長
福
寺
が
あ
り
、
そ
の
跡
地
に
祀
ら
れ
て 

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

昭
和
五
十
七
年
、
道
路
改
修
時
に
現
在
地 

に
再
建
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

八
月
二
十
四
日
通
夜
・
盆
踊
り
が
行
わ
れ 

て
い
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 

         

逸 

話 

 
 

昔
、
「
小
曲
り
」
に
信
心
深
い
一
人
暮
ら
し
の
お
婆
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
。 

 
 あ

る
秋
の
夕
暮
れ
、
通
り
す
が
り
の
小
法
師
が
一
夜
の
宿
を
請
う
た
。
手
の
甲
に
沢
山
の
疣
の
あ
る
お
婆
さ
ん
は
快
く
優
し
く 

 

招
き
入
れ
、
心
の
こ
も
っ
た
接
待
を
し
た
。 

  

翌
朝
の
事
、
木
戸
口
に
石
で
刻
ん
だ
手
水
鉢
が
置
か
れ
、
傍
ら
に
「
心
の
優
し
い
お
婆
さ
ん
に
疣
取
り
の
水
を
進
ぜ
よ
う
。 

 

こ
の
鉢
に
水
を
張
り
て
用
い
よ
」
と
書
か
れ
た
手
紙
が
置
か
れ
て
あ
り
、
昨
夜
の
小
法
師
の
姿
は
無
く
英
彦
山
に
旅
立
っ
た
と 

 

思
わ
れ
る
。 

  

お
婆
さ
ん
は
言
わ
れ
た
通
り
に
そ
の
水
に
疣
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
い
つ
と
は
な
く
疣
は
跡
形
も
無
く
消
え
て
い
た
。 

 

近
所
の
人
々
は
、
不
思
議
な
手
水
鉢
に
疣
取
り
の
ご
利
益
を
く
れ
た
小
法
師
こ
そ
「
衆
生
を
救
う
地
蔵
菩
薩
に
違
い
な
い
」
と 

 

思
い
、
こ
の
地
に
一
宇
を
建
て
菩
薩
像
を
安
置
し
、
報
恩
感
謝
の
暮
ら
し
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

  

こ
の
出
来
事
は
、
口
伝
え
に
広
く
伝
わ
り
、
遠
く
か
ら
も
水
を
戴
き
に
お
参
り
の
人
が
絶
え
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

お
堂
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
槻
木
高
内 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

観
音
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

              

逸 

話 
  

時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
こ
の
地
域
に
大
火
が
起
こ
り
家
や
総
て
の
建
物
を
焼
き
尽
く
す
勢
い
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き 

 

観
音
菩
薩
が
現
れ
て
村
人
が
お
祈
り
を
し
た
ら
鎮
火
し
て
多
く
の
家
屋
が
難
を
逃
れ
た
。 

  

住
民
た
ち
は
た
い
そ
う
喜
び
感
謝
し
こ
の
地
に
観
音
菩
薩
を
「
火
除
け
」
の
神
と
し
て
堂
を
建
立
し
た
。 

 

そ
の
後
数
百
年
の
間
火
災
は
発
生
し
て
い
な
い
。 

 

現
在
は
お
盆
に
は
観
音
様
盆
踊
り
を
実
施
し
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

観
音
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
槻
木
小
原
井 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

本 
 

尊 
 

十
一
面
観
音 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

脇 

本 

尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

建
立
年
月 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

現
在
の
状
況 

毎
年
八
月
十
七
日
、
地
区
民
に
て 

供
養
通
夜
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

             

逸 

話 

 
 

地
区
の
火
伏
せ
の
守
り
神
と
し
て
今
日
ま
で
崇
拝
さ
れ
供
養
を
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
逸
話
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。 
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呼 
 

称 
 

観
音
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
槻
木
中
畑 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

聖
観
世
音
菩
薩 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

地
蔵
菩
薩
立
像 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

              

逸 

話 

 
 

当
観
音
堂
は
、
現
在
の
位
置
に
安
置
さ
れ
る
前
は
下
の
本
川
山
国
川
の
近
く
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
年
の
大
洪
水
の
時
に 

 

床
下
ま
で
水
が
上
が
り
堂
の
大
半
が
流
失
し
危
な
く
な
り
現
在
地
に
移
動
し
た
。 

  

逸
話
と
し
て
は
、
水
害
・
火
災
の
守
り
仏
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。 
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呼 
 

称 
 

観
音
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
槻
木
桑
原 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 

観
世
音
菩
薩 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 

地
蔵
菩
薩
立
像 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

不
明 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

現
在
の
状
況  

毎
年
八
月
十
日
に
地
域
の
人
々
で 

掃
除
を
し
、
八
月
十
六
日
供
養
参
り 

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

       

逸 

話 

 
 

昔
、
桑
原
地
区
に
は
、
秋
の
取
入
れ
が
終
わ
り
冬
に
な
る
と
、
毎
年
の
よ
う
に
火
事
が
起
こ
り
、
家
や
家
畜
が
焼
け
死
ん
で 

 

い
た
。 

  

当
時
は
水
の
便
も
悪
く
人
力
だ
け
の
消
火
で
し
た
。
地
区
民
相
談
の
結
果
「
神
頼
み
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
火
伏
せ
地
蔵
・ 

 

火
伏
せ
観
音
と
し
て
、
地
蔵
菩
薩
立
像
と
観
世
音
菩
薩
を
併
せ
て
祀
っ
た
。 

  

そ
れ
以
降
桑
原
地
区
に
は
、
長
ら
く
火
災
が
起
き
て
い
な
い
の
は
こ
の
地
蔵
堂
の
お
陰
と
い
わ
れ
て
い
る
。 
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呼 
 

称 
 

弘
法
地
蔵
堂 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 
 

所 
 

中
津
市
山
国
町
槻
木
泉 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 

尊 
 

弘
法
大
師 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇 

本 

尊 
 

猫
地
蔵 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年
月 

 

明
治
初
期
（
一
、
八
六
八
頃
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

逸 

話 

  

文
久
（
一
八
六
八
ご
ろ
）
の
頃
、
徳
川
幕
府
末
期
泉
部
落
に
一
組
の
夫
婦
が
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
時
、
先
祖
の
供
養
の 

 

た
め
お
坊
さ
ん
に
お
経
を
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
た
。 

 

物
資
の
な
い
中
、
嫁
さ
ん
が
坊
さ
ん
に
ご
馳
走
を
作
っ
て
い
た
ら
猫
が
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
怒
っ
た
嫁
さ
ん
は
斧
を
持
っ
て 

 

追
い
ま
わ
し
た
が
猫
は
坊
さ
ん
の
懐
へ
逃
げ
込
ん
だ
。
坊
さ
ん
は
「
私
に
免
じ
て
猫
を
許
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て 

 

帰
っ
た
。
し
か
し
、
嫁
さ
ん
は
怒
り
が
収
ま
ら
ず
、
猫
を
捕
ら
え
斧
で
首
を
は
ね
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
の
首
は
向
か
い
の
山
ま
で
飛
ん
で
行
っ
た
そ
う
で
す
。 

  

そ
の
後
、
明
治
の
初
期
に
泉
部
落
に
山
野
・
人
家
に
原
因
不
明
の
火
災
が
頻
繁
に
起
こ
り
、
あ
る
時
部
落
の
大
半
が
焼
け
る 

 

大
火
災
が
起
き
た
。 

  

村
人
は
、
こ
れ
は
た
だ
ご
と
で
は
な
い
と
思
い
、
祈
祷
師
を
呼
ん
で
祈
祷
を
お
願
い
し
た
所
「
死
ん
だ
猫
の
祟
り
で
猫
塚
を 

 

建
て
て
小
石
に
経
文
を
書
き
込
み
供
養
を
す
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。 

 

そ
の
後
は
火
災
も
起
こ
ら
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
経
文
の
書
か
れ
た
小
石
が
今
で
も
猫
塚
と
共
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

毎
年
盆
の
十
六
日
に
弘
法
様
と
合
祀
さ
れ
て
い
る
地
蔵
堂
に
て
供
養
通
夜
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 



編
集
委
員 

                       
    

 

編
集
後
記 

   
 
 

 

平
成
十
六
年
に
伝
統
文
化
教
室
〔
当
時･

伝
承
サ
ー
ク
ル
〕
に
よ
っ
て
「
や
ま
く
に 

む
か
し
か
ら
伝
わ
る
お
話
し 

（
そ
の
ニ
）
」
を
発
刊
し
た
後
、
次
回
は
何
を
研
究
し
よ
う
か
と
検
討
し
た
結
果
、
山
国
各
地
区
に
相
当
数
の
堂
様
が 

存
在
す
る
。
そ
れ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
建
立
し
た
逸
話
が
あ
る
。
そ
の
文
化
を
大
切
に
し
後
世
に
残
そ
う
。
今
や
っ
て
お
か 

な
い
と
逸
話
を
知
っ
て
い
る
人
が
居
な
く
な
り
逸
話
が
消
え
て
し
ま
う
。
と
言
う
こ
と
で
冊
子
作
り
が
始
ま
っ
た
。 

担
当
者
を
地
区
ご
と
に
分
担
し
聞
き
取
り
調
査
を
開
始
し
た
が
、
当
初
思
っ
て
い
た
以
上
に
逸
話
を
知
っ
て
い
る
人 

が
少
な
く
困
難
を
窮
め
た
。 

 
 

険
し
い
山
中
や
崖
の
上
等
に
建
立
さ
れ
て
い
る
宇
も
多
く
「
昔
の
人
が
良
く
こ
ん
な
所
へ
立
て
た
も
の
だ
」
と
当
時
の 

そ
の
苦
労
を
思
い
な
が
ら
建
立
年
月
等
を
調
査
し
た
。 

 
    

数
百
年
前
の
芳
名
板
に
記
さ
れ
て
い
る
筆
字
は
殆
ん
ど
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
ず
、
像
の
背
中
や
底
を
調
査
し
七
〇 

宇
近
く
あ
る
堂
の
う
ち
三
十
七
宇
を
調
査
し
、
製
本
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。 

こ
の
間
の
会
員
皆
さ
ん
方
の
努
力
に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
現
山
国
公
民
館
長
・
小
原
井
重
次
氏
に
は
最
終
的 

な
発
刊
事
務
に
ご
協
力
頂
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

文
中
の
年
代
、
記
述
等
不
適
正
な
部
分
も
多
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、｢

逸
話｣

と
言
う
こ
と
で
寛
容
な
心
で
お
読
み 

い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ
に
思
い
ま
す
。 
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